
第35期第12回理事会議事録 

 

日 時：2010年５月23日（日）18時30分～20時10分 

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センターセンター棟409 

出席者：新野，藤谷，石田，岩崎，里村，田中（博），中島，中村，中本，藤部，石原，伊藤，

佐々木，里田，鈴木，田中（省），牧原，三上，安成，山崎，余田，以上21名（理事現

在数27名） 

欠席者：近藤（裕），近藤（豊），佐藤，赤枝，住，津田，以上６名 

その他の出席者：羽鳥（大会委員長），隈（大会実行委員長），佐藤（大会実行委員会事務局長），

鈴木，田沢（事務局） 

議 題 

議事に先立ち新野理事長より春季大会を担当した気象庁及び東京管区気象台に対して感謝の意

が表明された． 

１．2010年度総会について 

総会の進行及び参加票の意見について確認した．また，参加票の意見にあった会員数の減少

への対策について議論した． 

２．2010年秋季大会，2011年春季大会の準備状況及び今後の担当機関について 

標記に関して準備状況を確認し，2013年度春季大会の担当機関が東京大学大気海洋研究所で

あることを確認した． 

３．各支部からの報告 

北海道支部から６月と12月に研究発表会を，７月に気象講座を開催すること，６月に総会を

開催することが報告された． 

東北支部から支部理事が決まり，６月に理事会を開催予定であることが報告された．  

中部支部から公開講演会，研究会について報告があった．また，経費削減に関連して支部の 

サーバについて検討した． 

関西支部より秋季大会の準備について順調であることが報告された．  

九州支部より６月に理事会を開催することが報告された．また，サイエンスカフェで台風や

大雨についてのリクエストが多いことが報告された．  

４．その他 

（１）地球惑星科学連合大会と春季大会の日程の重なりについて 

表記について，春季大会の日程をどのようにするのがよいか議論した． 

（２）日本学術会議の大型施設計画・大規模研究計画について 

表記について提言が発表されたことが報告された．今後，再度アンケートがあるので協力し

てほしいとの意見があった． 

（３）古い気象研究ノートの電子化について 

表記について議論した． 
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